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緒 言

從來の研究により常染色瞠上1とある裡 封因子によつて 遺傳することが 明に なつてゐる翅鞘

斑紋型,即 ち0侃8μ0脇,9幅 如,d獅 伽0伽,傭 η8慨8ザα80脇,8Pθ磁 わ搦8,γ0碑 α加,偲 シγ漉8,

!・γ卿漁,側 伽α及び8鋭oo伽θαの10型 の中,最 劣性を示す8賜o磁6α には黒黙の一部或は全部

が溝失 してゐるもの及び一部が互ひに合着 してゐるもの等,そ の間に多 くの攣異が見 られる。之

等の攣化は環境特に温度の影響による所多 く,蝋 の時期を高温の下で飼育す ると黒黙の出現率が

低 く,低 温の下で飼育すると高 くなる,之 を雌雄別にしてみると雌は雄に比 して高率を示す(星

野1933)。 又黒黙の出現,合 着の順序にも多 くの攣異が見られる。之等の攣異が遺傳的のものか

どうかを實験に依 りて槍べた慮,次 に記す如き成績を得た。

:本論文を璋:するに當 り,御 懇篤なる御指導 と御校閲を賜つた駒井卓教授に封し,篤 く感謝の意

を表す。猫本研究の爲に研究補助費を賜つた日本學術振興會に封して も謝意を表する。

翅鞘 斑 紋 の記 載

便 宜 上,黒 黙 の各 々 に 符 號 を附 け,第].列 目 の内 方 か ら順 次 に α,わ,o,d,θ,プ,ρ,ん,唇 及 び ゴ

と し(Fig.1),本 實 験 中 で取 扱 つ た8賜oo伽 α の6系 統(L6)の 攣 異 状 態 につ い て先 づ記 載

す る。

8祝oo初6α4(産 地 一 北 京)(Figs.2-10)一30QC前 後 の温 度 に て飼 育 す る と,黒 黙 を全 然 敏 く

個 騰(:Fig.2)の みが 生 れ るが 次 第 に飼 育温 度 を低 くす るに 從 つ て,次 の順 序 で黒 黙 が 出現 す る 。

プ(Fig.3)→Z),(Z(:Fig。4)→g(Fig.5)→o(:Fig.6)→6(Fig.7)→ 盛,ゴ(:Fig.8>

→ ん(Fig.9)→ わ+o(Fig.10).(+… … 合 着 を 意 味=す る)

8初oo伽 α一2(産 地 一 北 京)(IFigs.11-16)一8駕oo伽6α4と 同 様 に高 濫 に て飼 育 す る と,全 黒 黙

を敏 くもの(Fig.11)の み を 生 ず るが,飼 育 濫 度 を低 くす る に從 ひ,次 の 順 序 で 黒 黙 が 出 現 す

るo

プ(Fig.12)→ わ,(ヲ,θ(Fig.13)→ α,(Z,1乙,`(Fig.14)→g(Fig.15)→ ゴ(Fig.16).

、側oo鷹 α一3(産 地 一 恰爾 濱)(:Figs.17-19)一30。C乃 至34。Cの 高 温 に て飼 育 を して も,必

ず わ,♂,ノ,ん の4黙 は現 れ る(但 し わ,ん の2黙 は 稽 不 明 瞭)(Fig.17).次 い で α,o,ぜ,ブ(Fig.

18)→g(:Fig.19)め 順 序 に出 現 す る。
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8拐oo伽 θα一4(産 地 「 恰 爾 濱)ぐFigs・20-25)一 他 の系 緯 に於 て も 雄 と雌 とに よつ て 黒 黙4)出 現

率 に差 異 は見 られ るが,本 系 統 で は それ が 特 に著 しい,即 ち300C前 後 の 温 度 にて 飼 育 す る と,

雄 に於 て は2乃 至5黒 黙 を有 す る もの(耳gs・120-22)の み を生 ず るが ・雌 に於 て は α マ)み を

鉄 く もの及 び全 黒 黙 を有 し,一 部 が 合 着 して ゐ る も の(:Figs.23-25)の み を 生 ず る。 黒 黙 の 出

現,合 着 の順 序 を次 に 示 す 。

♂d,θ(dは 稽 不 明 瞭)(:Fig・20)一 →d,θ(:Fig.21)→ ∫,9,ゐ(何 れ も 稽 不 明瞭)(Fig.

22)→ ♀α の み を敏 く(:Fig.23)→ 全 黒 黙 出現,δ+6(:Fig.24)→9+ん(:Fig.25).

8πoo伽 θα一5(産 地 一京 都)(:Figs.'26-31)一 本 系 統 ゐ他 め系 統 と著 し く異 る黙 は,:Fig. ,帥 に

見 られ る如 く,一 部 の黒 黙 聞 に極 め て速 か に 合 着 が 起 る こ とで あつ て,各 黒 黙 の 出現,合 蒲 の順

序 を示 す と次 の 如 し。

α,Z),o,θ,プ(Fig.26)→(Z,わ 十 〇(Fig.27)→g,ん,Z(Fig.28)→

全 黒 黙1出i現.わ 十 δ(:Fjg.29)→ α十 わ(:Fig.30)→ 〇十 ア,δ 十8

(Fig.31).

8拐o磁 θα一6(産 地 一 京 都)(Figs.32-36)一30。C以 上 の高 温 に て飼 育 し

て も,α 以 外 の 黒 鮎 は 決 して 消失 しな い,こ の黙 で 他 の5系 統 と明 か に 匠

別 す る こ とが 出 來 る 。 ≡欠に黒 黙 合着 の順 序 を示 す 。

α の み を歓 く(:Figs.32,33)→ 全 黒 黙 出 現.ん+②(:Fig.34)→ α+'・d,

4十 ん(玉[ig.35)→6十 乃(Fig.36).

FigsO-2-36●2-10,8鋭(ヲciれ 召α一ヱ(が 窒メ);11-16,8脱ec奄 鳴θα一2(7〕2p2);17-19,8'磁cci〈 穐θα一3(p3p3);唱

20-25,8%oooで7Lθ α戸4("匁)4);26-31,8駕o(ヲi%8α 〆5(7)5P5);'32-36,8賜ooε πθα一6(7)6P6).

交 配 實 験

L8πoc加e偲1に 關 ず る實 瞼 甜66脇 θαに 封 して ヘ テ ロ の 磁 粥"θ 幅 アα8c騙 と甜ce珈o伽1

に 封 し て ヘ テ ロ の00π8μ6Zる α1)と の 交 配 か ら はCO?Z8μC襯(60η8P蜘 αと 磁 ηS惟8ヴ α8磁

との ヘ テ ロ と6伽8抑 顯 と8鷹6伽6α と の ヘ テ 質 と を含 む 〉,孟7伽8喫 短fα8磁(8榔c伽 θα一1

にi封 し て ヘ テ ロ)及 び 宮z鷹勿 θα を 凡 そ2:1:1の 比 に 出 した(]ゴo.255,Tablei).

1)1939年:10月,北 京 に於 て駒 井教授探集.
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上 の實駿か ら得た .蜘%8捌8ザ α8磁 に 伽 孟伽0伽 と ア0噛 ぬ との ヘテ ロをか けた と

ころ,d魏 伽c伽(甜66伽 θα一ヱに封 して ヘテ ロ),伽 伽c脇 と 加α鎚妙θ面 アα8磁 との ヘテ

ロ,磁%8慨8蜘8ぬ と 、!0吻 漁 とのヘテ ロ及 び!0軍C2面(8%0翻 θα一ヱに樹 してヘデ

ロ)の4型 ・を略 同数 つつ出 した(Nρ ・269,Table2)・

交 配no・269か ら得 た 醜 伽o伽 同士 を交薦 した ところ・伽 励c伽 と82己oo痂6α一1と

を凡 そ3:1の 比 に出 した(No.284,Table3)。

一一隅 」h」yヒvvvv」.見
.、'隻 一 。 膨'馬

交 配no.ノ284か ら得 た8窃oψ θα一ヱ 同 士 の 交 配(No.300)及 び 此 交 配 か ら得 た8勿o-

c伽 θα一1同 士 の 交 配(No・309!か ら は プ 何 れ もsz`60伽 伽19)み を 出 ・し左(Table`4)◎

Table 1 Heterozygote of transverse f ascia and succinea (P 
       of conspicua and succinea-1 a (Pcp1).

T p) x heterozygote

Table 2 Heterozygote of transversif ascia and succinea-1 
            of distincta and forficula a (PDPF).

(PT p1) x heterozygote

Table 3 Heterozygote of distincta and succinea-1 9 (P )p1) x heterozygote 
          of distincta and succinea-1 (PDp1),
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以 上の實験 に よ り,8?螂 伽θα辺 因子 は既報 の諸 因子 と同 じ複封 因子群に属す る事が

わか る。又nos.284,300及 び309か ら得た53頭 の8zεoo伽 θα一ヱ ば総 て8撹60ゼ%θα一1

因子 に謝 してホモに、して,そ の表現型 の・攣異 歌態 は此系統 に固有の もので ある。 即ち

飼育 温度が低 くな るに從つ て,黒 黒占の数 が固有 の順序 で増加 す る(Figs.2-10)。

II・8πcc∫πθα一2に 關ずる實験 ゲ08加α伽 と 翻Z盛6αとのヘテ ロと82↓co脇θα一2に 封 して

ヘテ ロの00%8μOZ`α1)と の 交配か らは,COη8μ6照(6侃8PゼC襯 と α醐0α との ヘテ ロ〉,

ザ08磁 伽(8鷹 磁 θα一2に 封 してヘテ ロ)及 び α額6α(8駕 幽 θα一2に 封 してヘテ ロ)の3

i型を出 した(No.267,Table5)。

上 の 交 配 か ら得 た ゲ086?編 α と 已述 の 交 配no.269か ら得 た ア07・卿 漁 と'を 交 配 し た

と こ ろ,佃86捌 伽@8磁6α と ノ0殖C?己Zα と の ヘ テ ロ と ㌍086?.α6αと8粥Cゼ 粥 α一ヱ と の ヘ テ

Table 4 Succinea-1 (p1p1) x succinea-1 (pips).

Table 5 Heterozygote of rostrata acid aulica 

      of conspicua and succinea-2 a

(PRPAU) x heterozygote 
(P°p~).

Table 6 Heterozygote of rostrata and succinea-2 9 
      of f or ficula and succinea-1 6 (Pp')

(PRp2) x heterozygote
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戸 と を含 む),アo翠c漁(s粥 翻 θα一2に 封 し℃ ヘ テ ロ)及 びs粥c伽 θα一ヱ と8粥 翻 θα一2`

と の ヘ テ ロ の3型 を 凡 そ2:1:1の 比 に 出 した(No.286,Table6)。

交 配no.286か ら得 た ノo吻%Zα 同 士 の 交 配 か ら は,fo吻z`Zα と8z↓o翻 θα一2と を 凡

そ3:1の 坪 に 出 した(No・304・Tahle7)・

上の交配か ら得た8聯 痂θα一2同 士 を交 配 した ところs祝6翻6伽2の み を出 した(N・.

308.Tahle8、^

自口ち8郷6幽 θα一2因 子 も亦 既報の 諸 因子 と同 じ複封 因子群 に 屡す る事 及 び ホモの

8②`6翻θα一2が 存在 し(nos.304,308)共 表 現型 は8z壱o幽 θα一1と は趣 を異 に した規則 的

:な攣異厭態 を示す:事が分 る(:Figs.11-16)。

III.8πce加eα 一3、に 關 す る賓 駿 鍬cc漉 θαr3と8粥o脇 θα一4』と の ヘ テ ロ1)と 酪 諭306α と

Table 7 Heterozygote of f or ficula and succinea- (PFp2) x heterozygote 
          of forficula and succinea-2 a (P~p2).

Table 8 Succiuea-2 (p2p2) x succinea-f3 (p2p2)

Table 9 Heterozygote of succinea-3 and succinea-4 (p3p4) x heterozygote 
           of distincta and aulica a (P~PAu)
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α襯oα と の ヘ テ ロ と の.交 配 か ら は,伽 伽c如(8駕c伽 θα一3に 封 し て ヘ テ ロ 』の もの と

働600伽 θα一4に 封 し て ヘ テ ロの もの と を 含 む)と α醐6α(8賜6磁 θα一3に 封 して ヘ テ ロ の

もの と8鹿o幽 θα一4に 欝 して ヘ テ ロ の も の と を含 む)と を略 同 歎 つ つ 出 した(No.299,

Table9)o

上 の 交 配 か ら 得 た 側Z蜘(8拐co伽 θα一3にi封 し て ヘ テ ロ) 、どno・294か ら 得 た α協oα

(8窃o翻 θα一ヱ に 封 し℃ ヘ テ ロ 〉 と を 交 配 した と こ ろ,α 漉oα(ホ モ の も の,8zるo翻 θα一ヱ

に 謝 し て ペ テ ロの もの 及 び8秘c碗 θα一3に 樹 し て 今 テ ロ の もの を 含 む)と し8z`co珈θα辺

と8%6`伽 θα一3と の ヘ テ ロ と を 略3:1の 比 に 出 した(No.305,Tahle10)。

上 の 交 配 か ら 得 た α癩oα ・(8祝o鋤 θα一3に 樹 して ヘ テ ・)を 躍 翻 θα と ヘ テ ロ の

αω解 傭8に か け た ξ こ ろ,α ∬解 額8(8粥c伽 θα一3に 拳}し て ヘ テ ロ),粥 解 翻8と 傭 伽 α

と の ヘ テ ロ,α 醐oα 及 び8拐06伽 θα の4型 を凡 そ1:1・:1:ユ の 比 に 出 し た(No.310,

Table11}o

上の交配か ら得 た 侃解襯8同 士 を交配 した ところ,僻 解麟8『 と8拐6磁 θα一3と を凡

そ3:1の 比 を出 した(No.317,hble12)。

Table 10 Heterozygote of aulica and succinea-3 Q (Pqu 

          of aulica and succinea-Z a (PAup1).
p~) x heterozygote

Table 11 Heterozygote of aulica and succinea-3 (P 

      of axyridis and succinea (PAp).

Aups) x heterozygote
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上の實験に よ り8脚o伽 θαr3因 子 も亦 既報づっ諸因子 と同 じ複:封因子群 に属 す る事,並

に ホモの8祝oo伽 θα一3が 存 在 し(no.317)其 表現型7)璽 異 状態は8窃6翻 θα一ヱ,8拐6翻 θα一2

の 何れ とも趣 を異 に.した固有の も一のであ・る事 がわか る(Figs・17-19)。

IV・ 棚cc加eαL4に 關する實駿 上の交 配實験no.299か ら得 た α癩 ρα(s粥ol駕 αr4に

封 してヘテ ロ)に8粥o伽 θαとペテ ロの α耀ゲ鶴8を か けた ところ2α ⑳ ゲ癩8(8粥o伽 θ伽4

に樹、してヘテ ロ),侃 解翻8と α癩6α とのヘテ ロ,α 癩 協 及び 欄 翻 θαの4型 牽凡

そ1:1:1:11の 比 に出 した(No.311,Table13)。

上 の交配か ら得 た α耀 併翻8同 士 の交 配か らは,

3:1の 比 に出 した(Nos・$20,322,Table14)Q

αω〃短協8と8拐66伽 θα一4と を 凡 そ

Table 12 Heterozygote of axyridis and succinea-3 (PAp3) x heterozygote 
           of axyridis and succinea-3 ~, (PAp3)

Table 13 Heterozygol e of aulica and succinea-4 
         of axyridis and succinea a (Pp).

(PAup4) x heterozygote

Table 14 Heterozygote of axuridis and succinea-4 (PAph) x heterozygote 
          of axyridis and succinea-4 a (PAp4).



292』 遺:傳 學i雑 誌 第18霧 第6號

上 の 實b験no.322か ら 得 た8祝6翻 θα一4とno.1320か ら得 た α耀 磁28と82る66伽 θα一4

との ヘ テ ロ と を交 配 した と こ ろ,α 耀 磁i8と8πc画 θα一4と を 略 同 激 つ つ 出 した(No.

344,Table15)o

以上の實験 に よ り,szる6翻 θα一4因 子 も亦 既報 の諸 因子 と同 じ複封 因子群 に 厩す る

事,及 び ホモの82伽 瑠 α一4が 存在 し(nos.320,322,344)。 其 表現型 の攣異 歌態 は上

記 の3型 の何 れ と も明かに匿 別す る事 が出來 る もので ある ことが分 る(:Figs.20-25)。

1V
・8麗6∫ η2α一5に 關ずる實験82606漉 θα一5に 封 して ヘテ ロの60%8μo%α1)と πゼ8伽o'α

と α2`1磁 との ヘテ ロとを交 配 した ところ,ω 粥p碗 α(ω%8μ α↓α と 傭Z磁 とのヘ テ

ロ),伽 痂⑦磁(脳co伽 θα一5に 封 してヘテ ロ)及 び αz¢伽α(8脚 翻 θα一5に 封 して ヘテ ロ)

を出 した(No.296,Table16)。

上 の交配no.296か ら得 た α協cα と 翻 伽 磁 とを 交配 した ところ,梛8伽c偽

Table 15 Succinea-4 (p'p~) x heterozygote of axyridis and succinea-4 a (PRpa)

Table 16 Heterozygote of conspicua and succinea-5 
        of distincta and aulica (PDP)

(PCp5) x heterozygote

Table 17 ITeterozygote of aulica and succinea-5 (PAu 
          of distincta and succinea-5 a (PDp5)

p5) x heterozygote
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曲 翻 磁 と α漉6α との ヘテ ロ,α 晒6α 及び8⑦66磁 θα一5の4型 を略 同数つつ出 した

(No.302,Table17}o

帥 ち8況66脇 θα一5因 子 も亦 既報の 諸因子 と同 じ複樹 因子群 に屡す る事,並 びに 其 ホ

モの個艦が存在 し(no.302)そ の 表現型 は 上記の4型 の各 と全 く趣 を異 にす る攣異

歌態 を示 す事が わか る(:Figs.26-31)。

VI.8硯c'η θα一6に 關 す る實 駿8粥 翻 θα一6にi封 し て ヘ テ ロ の8P6c`α わ盛傭1)をno.304

か ら得 た ノ0叩 α`Zα(82`60脇 θα一2に 封 し て ヘ テ ロ)に か け た と こ ろ,8Pθ 磁αわ痂8(8螂0か

甥 α一2に 封 して ヘ テ ロ),8pθo砲 碑 ゼ8と!o殖6zるZα と の ヘ テ ロ,!o殖6?る1α(8脚o伽 θα一6に:

:封 して ヘ テ ・)及 び8?`(3翻 θα一2と8z{6磁 θα一6と の ヘ テ ロ の4型 を 凡 そ1:1:1:1の

比 に 出 し た(No.307,Table18)。

上 の 交 配no.307か ら 得 た ア07'ガωZα と8pθ6孟 αb伽(no.307のP)と の 交 配 か ら は,

8P6磁 わπづ8ク8P6磁 磁8と!oゆo②`Zα と の ヘ テ ロ,!o併 ガωZα 及 び8鋤66伽 θα一6の4型 を 略

同 数 つ つ 出 し宛(No.315,Table19)。

Table 18 Heterozygote of for ficula and succinea- (Pp2) 
           of spectabilis and succinea-6 a (P~ps).

x heterozygote

Table 19 Heterozygote of f or fiicula and succinea-6 (PF'p6) x hetez ozygote 
          of spectabilis and succinea-6 a (Psp6)
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上 の 交 配no・315か ら 得 た8駕o翻 θα一6同 士 を 交 配 した と こ ろ,8?娚 ∫%θα一6の み を

出1し た(No・342,T⑳le20)`)

以 上の實験 に よつ て,次 の事 がわか る。 印 ち8㍑ 吻 伽6因 子 も亦 既報 の諸 因子 と

同 じ複封因子群 に囑 す る事 ・ 叉nos315,342か ら得た51頭 の8初o碗6α 一6は 総 て永

モに して,其 表現型 の璽異 歌態 は上 に述べ た5種 類 の ホモ接 合禮 鋤 翻 θα と比較 す

ると,著 しい特徴が あ る事 が見 られ る 層(:Fligs.32-36)。

VII・sπcc∫ ηθα一2と8麗ce∫ηεα一6と の交配 本報 告中で取扱 つた
,8拐o翻 θα一2(no.308)

及 び8窃oo伽6α 一6(no・342)の 一 部 を,夫 々28。C～30。Cの 温度 で飼育 す る と,前 者 は

全黒勲 を訣 き,後 者 は全黒鮎(19黒 黒占)が 出現 す る(こ の 中には黒黒占の 一部が合着 し『

て ゐる もの もある),叉8¢600伽 θα一2と 『8拐oo伽θ(卜6と のヘテ ロ(no.307)を 同 じ温度 で

飼育す る と,14乃 至19黒 鮎 が現れ,中 には8窃o・伽θα一6と 匠別出來:なV・個 禮 も生ず
[
る。.更にno・307か ら得 た8祝oo伽 θα一2と8初6碗 θα一6と のヘテ ロ同士 を交配 した とこ

へ

.ろ ・Tahle21 .に示 す 如 く,14乃 至 ユ9黒 黒占を有 す る もの(8窃co脇 θα一6及 び8初oo伽 θα「2

と8窃o伽 θα一6と の ヘ テ ロ を含 む)と 全 黒 黒占を 訣 く もの 碑co伽 θα一2)と を 凡 そ3:1の

↓ ヒに 出 し た(飼 育 温 度 一28。C～30。C)。

Table 20 Succinea-6 (p6p6) x succinea-6  ( p6p6)

Table 21 Heterozygote of succinea-7 and succinea-6 (pzp6) x heterozygote 

        of succinea-2 and succinea-6 a (p2p6),

即ち8秘60伽 θ伽2は8拐60伽 θα一6.に謝 して,軍 劣性 を示す事が わか る。
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斑紋 の表現に關する一般的事實

上記のs祝co伽θα一2と8窃cc伽6α一6と の交配實瞼並びに朗報の諸實験(第II報 ～第:V

報参照)の 結果か ら,Pの 表現型 と:F1の 表現型 との間には,次 の如 き,規 則的な關係

が存在 してゐる事が云へる。

帥ち翅鞘斑紋を:決定する色素は黒色 と紅色 とあつて,前 者の存在は後者の存在に封

して,軍 優;生を現はす。從つて一般的に爾親の何れか一方或は爾方共に黒色なる部分

は・、F・に於ては必 らず黒色 となる・ 併 し爾規の一方のみ艶 なる翻 は両親共に黒

色 なる部分 に比す る と,幾 分紅色 に攣化 し易v・傾 向が見 られ る。例へば8窃c磁 θα一2と

8㍑cc伽θα一6と のヘテ ロは8πoo伽 θα一6に 比 して,多 少黒鮎 の出現牽 が低V・傾 向が ある。

要 約

既報第1-V並 びに上述 の實験結果 に よ り,次 の事が云へ る。

1.ooπ8P蜘 α,9協 α,協8伽c6α,磁%8妙 θ幅!α8c鶴8Pθc6α 醐8,ゲ08砕 α`α,α卿 ゲ禰8,foゲ ー

抑μZαノα翻cαノ8?娘痂 θα一1,8祝co伽θα一2,8zるcc伽¢3/8?るc翻 θα一4/8祝o碗 θα一5及 び8¢るoo伽θα一6

は 互ぴに軍性雑種 をなす。

2.8呪6c伽 θα一1,8窃oo伽θα一2,8窃oo伽θα一3/8粥 翻 θα一4,8¢るc翻θα一5及 び8窃o幽 θ伽6に 封

して,夫 々 グ,P2,P3,グ,P5及 び グ:な る因子符號 を與 へ る とすれ ば,次 の15因 子 は

複 甥因子系 を構 成 し,需 染 色禮色 上に存在す るb

Pσ(60粥 μ ωα 因子),Pσ(御 撫 因子),1)"傾8伽o伽 因子),PT@α 粥"θ師 プα師 α因

子),P8(spθ 磁b伽 因子),1〆@8傭 如 因子),P4(α 矧 ㌍額8因 子),PF(foゲ 動 漁 因

子),P鵡(α 繭oα 因子),グ(8z`06脇 θ伽1因 子),P2(8拐6c伽 θα一2因 子),ゲ(8窃o翻 θ伽3

因 子),グ(8窃66伽 θα一4因 子),P5(8拐c碗 θα一5因 子)及 びP6(8拐6翻 θα一6因 子)。

3.各 型 と もホモ接 合纏が存在す る。

4.8祝co伽 θαの各 因子型 に封 して,夫 々固有の表現型 の攣異歌 態 が見 られ る。

5.因 子型 を異 にす る82るo翻 θα は同一環境下 の飼育 に於て も,其 表現 に互 ぴに 著

しv・差異 を見 る場合が ある。

6.翅 鞘斑紋 を生 ず る色 素は黒色 と紅色 とあ り,一 般 的に前者 の存 在は 後者 の存在

に封 して軍側 生を示 す。
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                         Resume 
    1. In this report six different subtypes of succinea : succinea-1(Figs. 2-10), sac-
cinea-2 (Figs. 11-16), succinea-3 (Figs. 17-19), succinea-4 (Figs. 20-25), succinea-5 
(Figs. 26-31) and succinea-6 (Figs. 32-36) are dealt with. These subtypes can be 
distinguished from one another by the mode of appearance and disappearance of 
the individual spots, each subtype having the characteristic mode variation in this 
respect. 
   2. Each of these subtypes is due to a factor (p1= factor for succinea, 1, p2 = factor 

for succinea-2, p3 = factor for succinea-3, etc.) belonging to the same allelomorphic 
series as conspicua (PC), gutta (P°), distincta (PD), transversi f ascia (PT), spectabilis 
(P5), rostrata (PR), axgridis (PA), f or ficula (P3') and aulica (PAS`), and they behave 
as recessives to all these types. 

   3. The elytral color pigments are two kinds, black and red, and the presence 
of the former pigment shows simple dominance to the presence of the latter pigment. 
Generally, in the elytra of the offspring, only the parts which are red in both parents 
appear as red.


